
 

保護者の皆さまへ 

    病気回復期の保育園・幼稚園への登園の目安 

（ただし、インフルエンザや水痘等、登園基準が決まっている病気はこの目安には該当しません。） 

 

 登園の目安は子どもの健康回復と他の子どもへの感染の可能性を考えて決められています。健康回復が不十分

な状態で登園しますと病気の回復が遅れたり新たな感染症にかかりやすくなります。また感染力が強い段階で登

園すれば他の子どもへの感染を引き起こすことになります。 

 発熱、咳、鼻水・鼻づまり、下痢などで休んでいた後の登園の目安を以下に記載しますのでご理解をお願いし

ます。 

 また、主治医の診察を受けた場合は、主治医の支持に従ってください。 

 

１．発熱 

 登園の目安：登園前夜から当日の朝まで解熱剤を使用せずに解熱していること 

 理   由：前日の夕方から夜にかけて３８℃以上の発熱が認められた場合、あるいは解熱剤を使用 

       して解熱した場合は、翌朝解熱していても在園中に再度発熱する可能性が高いためです。 

在園中に３８℃以上の発熱又は３７℃台の熱でも状態によりお迎えを要請することがあります。 

 

２．咳、鼻水・鼻づまり 

 登園の目安：登園前夜は、咳や鼻水は存在しても十分に眠れていること 

 理   由：咳や鼻水・鼻づまりで夜間に起きたりする場合は、子どもの体力が回復できないと考えら 

       れます。また他の子どもへの感染力も強いと考えられるためです。 

在園中に咳や鼻水で生活に支障を来す場合はお迎えを要請することがあります。 

 

３．下痢 

 登園の目安：前日から当日朝までの２４時間に、元気で食欲があり、軽度の下痢が３回以内であること 

 理   由：下痢の多くはウイルス感染でおこります。また発病後１週間以上にわたり便中にウイルス 

       を排泄しますし、ごく少量のウイルでも感染しますので原則としては下痢をしている期間 

       は登園を控えてもらいます。ただ在園中に軽度の下痢が１～２回であれば、保育士が慎重 

       に対処します。 

在園中に大量の下痢・水溶の下痢・少量でも２～３回以上の下痢が出現すればお迎えを要請することがあります。 

 

４．食欲 

 登園の目安：登園当日の朝は食欲が回復していること 

 理   由：食欲がない場合は、健康の回復が不十分と考えられるためです。 

在園中に食欲がなく体調不良と思われる場合はお迎えを要請することがあります。 
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